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非常時に備え　災害対策強化
の補正予算を可決　Ｐ４

〜いちのみや保育所〜　楽しい夏の海遊び♪

いちのみや議会だより



いちのみや　議会だより　第 196号いちのみや　議会だより　第 196号議案審議結果一覧 ６月定例会で決まったこと

個人住民税の所得控除などの規定を整備

� （承認第１号）

　地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、

個人住民税では給与所得控除を引上げるほか、

子育て世帯への支援として特定親族特別控除を

新たに創設しました。

　また、 軽自動車税では、 排ガス規制の適用開

始に伴い 「新基準原付」 の車両区分を設け、 こ

れに係る税率等を改正しました。

本定例会では、 ２つの請願がありました。

各意見書を政府及び関係行政官庁に提出するこ

とを求める請願です。

請願者：�子どもたちの豊かな育ちと学びを支援

する教育関係団体千葉県連絡会

紹介議員：袴田　忍

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見

書」 採択に関する請願� （請願第１号）

 

反対　鵜沢一男　議員

　国は義務教育費の国庫負担に努めており、大

きな変更は予定されていない。また、末端自治

体の議会では国の教育行政や予算を理解するこ

とは困難である。毎年同様の形式的な請願につ

いては、議論する必要はないと考える。

 

「国における2026年度教育予算拡充に関する

意見書」 採択に関する請願� （請願第２号）

 

反対　鵜沢一男　議員

　毎年、意見書を関係行政庁に送付しているが、

成果の報告がない。国の教育予算は毎年増加し

ており、末端自治体の議会では国の教育行政や

予算を理解することは難しい。国への要望は衆

参両議員へ陳情し、国会で議論すべきと考える。

国保税の課税限度額の引き上げ、 また負担軽減

に配慮� （承認第２号）

　国民健康保険税の課税限度額について、 基礎

医療分は65万円から66万円に、 後期支援分は

24万円から26万円に引き上げられました。 また、

低所得者対策として、 保険税の軽減を判定する

所得基準が引き上げられました。

 

反対　秌場博敏　議員

　この程度の改善では所得間格差を広げ、 他の

健康保険との保険税格差をなくすことにはならな

い。 国保会計への国庫負担増大、 被保険者の税

負担軽減、 国保制度の構造的な問題の解決こそ

国は改善すべきである。

賛成　藤井幸恵議員

　国の方針に基づいた改正であり、 医療費の増

加や被保険者の高齢化が進む中で、 国保制度の

持続可能性を確保するために必要な措置である。

迷惑行為防止のルールを強化� （議案第２号）

　騒音等の近隣トラブルを防ぐことを目的に、

主に以下３点を加える改正を行いました。

①事前説明会

　旅館業又は住宅宿泊事業を営もうとする者

は、周辺住民に対する説明会の開催に努めなけ

ればならない。

②三者協議

　事業者は、町長から求められた場合は、周辺

住民と町長を交え、対応方針を協議しなければ

ならない。

③罰則

　義務規定への違反行為によって公表された者

には、罰則（５万円以下の過料）を科す。

 

反対　大橋照雄　議員

　今回の改正内容では町民は満足しないことが

想定され、もう少し検討した方が良いと考える。

賛成　袴田忍　議員

　町民意見にも配慮し、問題の改善に向けた有

益な内容となっている。また、罰則を明文化し、

本条例の実効性をより一層高めるものである。

定例会で決まったこと

　令和７年第２回一宮町定例議会は、 ６月17日に開催されました。

　議案は専決処分の承認のほか、 条例の一部改正、 補正予算などがあり、

原案どおり可決しました。 ここでは議案の一部、 討論を紹介します。

議案の審議結果
【賛成：〇　反対：×　欠席：欠　退席：退】 

※議長は採決に加わりません。
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請　願
第１号

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」 採択に関
する請願� 【※詳細はＰ２】

採択 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 －

請　願
第２号

「国における2026年度教育予算拡充に関する意見書」 採択
に関する請願� 【※詳細はＰ２】

採択 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 －

承　認
第１号

一宮町税条例の一部を改正する条例の専決処分
…地方税法等の一部改正に伴い、規定等を整備するもの
 【※詳細はＰ２】

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承　認
第２号

一宮町国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例の専決処分
…課税限度額の引き上げ、また保険税軽減を判定する所得基
準を引き上げるもの 【※詳細はＰ２】

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

報　告
第１号

繰越明許費繰越計算書
…令和6年度予算に計画した事業のうち、年度内に終わらなかっ
た１１事業を翌年度に繰越すもの

報告 － － － － － － － － － － － － － －

報　告
第２号

事故繰越し繰越計算書
…不測の事態が生じ、年度内に終わらなかった２事業を、翌
年度に繰越すもの

報告 － － － － － － － － － － － － － －

報　告
第３号

農業集落排水事業会計継続費繰越計算書
…原地区農業集落排水処理施設改修事業について、 令和6 ・ 7年
度の2 ヶ年の継続費を設定しているため、 令和6年度年割額と当年
度事業費の差引額について、 翌年度逓次繰越額として繰越すもの

報告 － － － － － － － － － － － － － －

議　案
第１号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例
…産業医及び選挙長等の報酬を引き上げるもの

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第２号

一宮町迷惑防止条例の一部を改正する条例
…騒音等の近隣トラブルを防ぐことを目的に改正するもの
 【※詳細はＰ２】

可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第３号

一宮町総合計画審議会設置条例を廃止する条例
…町では総合計画と総合戦略を一体化した「第２期まち・ひと・しごと創生総
合戦略」を策定しているため、総合計画審議会に関する条例を廃止するもの

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第４号

一宮町ＧＳＳセンター背面急傾斜地崩落対策工事の請負契約締結
…指定避難所であるGSSセンターの土砂災害リスクを除去する
ための工事契約を締結するもの

可決 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第５号

一宮町公共下水道施設の建設工事委託に関する協定の締結
…令和7 ・ 8年度に実施する中央ポンプ場の除塵機設備改修工
事と耐震補強工事について、 発注業務や施行管理業務を千葉
県下水道公社に委託するため、 協定を締結するもの

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第６号

九十九里地域水道企業団規約の変更に関する協議
…九十九里地域水道企業団が解散した場合、 千葉県企業局が事務
を継承し、 千葉県議会が決算認定を行うため、 規約を変更するもの

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第７号

九十九里地域水道企業団の解散
…令和8年4月から九十九里地域と南房総地域の水道用水供給事業を統合
し、 千葉県企業局が経営するため、 九十九里地域水道企業団を解散するもの

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第８号

九十九里地域水道企業団の解散に伴う財産処分
…解散に伴い、 九十九里地域水道企業団が保有する財産の全
てを千葉県企業局に継承するもの

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第９号

令和７年度一般会計補正予算 （第１次）
…歳入歳出それぞれ1億6,317万1千円を追加し、予算総額を
62億1,317万1千円とするもの 【※詳細はＰ４】

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第10号

令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算 （第１次）
…歳入歳出それぞれ78万4千円を追加し、予算総額を13億
6,118万円とするもの（マイナ保険証周知チラシ作成費等）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第11号

令和７年度介護保険特別会計補正予算 （第１次）
…歳入歳出それぞれ133万9千円を追加し、予算総額を11億662
万円とするもの（認定件数の増に伴う認定調査員の人件費）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

諮問案
第１号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
…田中薫氏の推薦につき、議会の意見を求めるもの

適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議案
第１号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 可決 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議案
第２号

国における2026年度教育予算拡充に関する意見書 可決 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 －

（2）（3） 2025年8月6日　千葉県一宮町2025年8月6日　千葉県一宮町



いちのみや　議会だより　第 196号いちのみや　議会だより　第 196号一 般 質 問 補正予算の概要

補正予算の概要

６月議会では、一般会計補正予算（第１次）は、歳入歳出1億6,317万1千円を追加し、

予算総額が62億1,317万1千円となりました。主な事業を紹介します。

補正予算とは…

　当初に決めた年間予算を、年度途中で必要に応じて

見直し、追加や変更を行うものです。災害対応や物価

高騰対策などの当初予算に計上されていないものに柔

軟に対応するため、編成されます。

　予算を補正する場合は、議会に提出し議決を経なけ

ればなりません。

コミュニティ助成事業　２５０万円

　新熊区のテントやテーブル等の備品購入に対し、

助成するもの

騒音対策事業　２２３万円

　迷惑行為（騒音）の

注意看板や騒音測定委

託料に係る経費

東浪見小学校　大規模改修工事設計委託料

� １，１７７万円

　東浪見小学校の屋上防水工事や構造・機能強化工

事を行うための設計委託料に係る経費
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ここが聞きたい�町の考えを問う
7人の議員が一般質問

　一般質問は、町政全般に関する疑問や町の考えを問うものです。

※ここでは、質問と答弁を要約した内容で掲載しております。

　�詳細は、町のホームページから議会会議録（９月掲載予定）または

録画中継でご覧いただけます。

4月

１日 東浪見こども園入園式

２日 愛光保育園入園式

３日 一宮町商工会青年部通常総会

４日 いちのみや保育所入所式

５日 一宮どろんこ保育園入園式

８日 一宮中学校入学式

９日 一宮小学校入学式

１０日 東浪見小学校入学式

１３日 玉前神社春季大祭

１７日 一宮町ボランティア連絡協議会総会

２１日 例月出納検査

5月

９日
大網白里市議会行政視察来庁

国保運営協議会

１７日 長柄町町制施行７０周年記念式典

１８日 一宮中学校体育祭

２０日 津波避難広報システム完成記念式典

２２日

長生郡市広域市町村圏組合　議員全員協議会

例月出納検査

定例監査 （２２日～２４日）

２６日
千葉県町村議会議長会定例会 ・政務研究会

長生郡町村議会議長会定期総会

6月

２日
長生郡市広域市町村圏組合議会　議会運営委員会

長生郡市広域市町村圏組合議会　臨時会

４日 一宮地区防犯組合連合会総会

１２日

議会運営委員会

議員全体会議

第１回議会報編集委員会

１７日 令和７年第２回一宮町議会定例会

１９日 第２回議会報編集委員会

２０日 例月出納検査

２３日 第２５回一宮町シルバー人材センター事業報告会

２４日 一宮町社会を明るくする運動推進委員会会議

２７日 一宮町夏期観光安全対策本部設置会議

議長・議員が出席した主な行事（令和7年4月〜6月）

議会の様子（録画）

を公開しています

各議員のＱＲコード

を読み取ると、一般

質問の動画をご覧い

ただけます。

見守り型自習室

・施設整備費　　　　２３７万３千円

・自習室運営費　　　１１４万７千円

　旧一宮保育所に、中学生・高校生向けの自習室を

設置し、夏休み期間運営するもの

※写真はイメージです

プレミアム付き商品券事業　２，６７２万円

　プレミアム率 30％の商品券を発行・販売し、地域

経済の活性化を図るもの

●販売時の混雑緩和のため、可能な限り少人数でのご購入をお願い致します。

購入申込の方法

商品券の購入

取 扱 店

同封の「商品券購入申込書」に必要事項を記入の上、
令和７年８月３１日（当日消印有効）までに
返信用封筒を投函してください。

購入引換券（ハガキ）が郵送されますので、
一宮町商工会にて購入してください。カード不可、
現金のみ（硬貨での購入はできません）
※10月23日以降、商品券の購入はできません。
必ず販売期間内にご購入ください。

取扱店は、「一宮町商工会」のホームページを
ご覧ください。

令和７年 令和８年

１０月３日（金）～１月１５日（木）

販売日時 ／ 令和７年１０月３日（金）～１０月２２日（水）

９：３０～１５：００（土、日、祝日除く）

１０月４日（土)・５日（日）は臨時で販売します。

販売価格 ／ １冊１万円

一般商店専用券 8,000円（500円券×16枚）
大型・一般商店併用券 5,000円（500円券×10枚）

お一人様２冊（２万円）まで

販売場所 ／ 一宮町商工会２階（一宮町一宮3002-1）

使 用
期 間 受け取った「購入引換券」(ﾊｶﾞｷ)

と現金を持って一宮町商工会で
プレミアム付商品券を購入。

一宮町役場

住 民

一宮町
商工会

商
品
券
購
入
申
込
書

（
ハ
ガ
キ
）

購
入
引
換
券

①①

発発
送送

②②

必必
要要
事事
項項
をを
記記
載載
しし
てて

申申
込込
書書
をを
提提
出出

③③

送送
付付

④④

購購
入入
引引
換換
券券((

ハハ
ガガ
キキ
））とと
現現
金金
をを

持持
参参
しし
てて
一一
宮宮
町町
商商
工工
会会
でで
購購
入入

88
月月
3311
日日
締締
切切

1100,,000000円円でで1133,,000000円円ののおお買買物物がが出出来来まますす。

一宮町プレミアム付商品券販売所

：一宮町役場産業観光課【問合せ先】 事業について 0475（42）1427
取扱店について

一宮町プレミア付商品券の
購入方法

0475（42）3089：一 宮 町 商 工 会

上記販売終了後に未購入の商品券があった場合、下記により追加販売を行います。

日 時：令和７年１０月２６日（日）９：３０～１５：００（なくなり次第終了）

場 所：一宮町役場正面玄関（一宮町一宮2457）

購入上限：お一人様１冊まで

※詳細はホームページをご確認ください。

((

当当
日日
消消
印印
有有
効効))

QR

商品券販売HP

商品券取扱店HP

災害対策事業

・防災備品　　　２，５８１万９千円

　自動式ラップトイレやテント式パーテーション、

簡易ベット等の防災備品を購入するもの

・防災用備蓄倉庫設置工事　７５２万７千円

　防災備品を保管する倉庫を新たに設置するもの

・防災支援車　　　　　　　１５２万８千円

　シャワー等避難生活に要する備品を積むことがで

きる防災支援車を購入するもの

※自動式ラップトイレ

（5） 2025年8月6日　千葉県一宮町 （4）2025年8月6日　千葉県一宮町
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問　

観
光
振
興
の
た
め
の
財
源

確
保
を
主
な
理
由
と
し
て
、
千

葉
県
が
宿
泊
税
導
入
の
方
針
を

示
し
て
お
り
、
町
で
も
独
自
財

源
を
確
保
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

令
和
５
年
９
月
議
会
の
一
般

質
問
で
は
、
民
泊
や
別
荘
が
増

加
し
て
い
く
中
、
町
独
自
で
別

荘
税
な
ど
の
法
定
外
目
的
税
を

導
入
す
べ
き
と
質
問
し
た
。
当

時
は
「
法
定
税
に
よ
り
賄
う
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
法
定
外
税

を
調
査
研
究
し
て
い
く
」
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。

　

今
回
、
宿
泊
税
を
県
が
先
に

導
入
す
る
が
、
町
で
も
現
状
の

入
湯
税
課
税
者
以
外
に
簡
易
宿

所
、
民
泊
等
に
上
乗
せ
分
を
決

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
ま

た
、
住
民
票
を
町
に
置
い
て
い

な
い
方
に
対
し
て
行
う
別
荘
税

の
導
入
も
改
め
て
提
案
す
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

税
務
課
長　

宿
泊
税
は
今
後
、

県
と
歩
調
を
あ
わ
せ
、
上
乗
せ

分
の
協
議
と
導
入
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

別
荘
税
は
、
住
民
税
の
家
屋

敷
課
税
と
重
複
す
る
と
認
識
さ

れ
、
理
解
が
得
に
く
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
新
し
い
税
目
を
新

設
す
る
た
め
に
は
、
負
担
す
べ

き
理
由
や
税
の
利
用
目
的
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に

住
環
境
整
備
の
た
め
の
課
税
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
方
と
の
公

平
性
の
面
か
ら
も
慎
重
な
検
討

が
必
要
と
な
る
。

町
長　

別
荘
税
の
導
入
は
、
今

後
、
町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

考
え
て
い
く
。

問　

小
規
模
地
方
自
治
体
を
中

心
に
技
術
者
・
技
術
職
員
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
今
後

の
公
共
施
設
の
整
備
や
道
路
・

河
川
・
下
水
道
等
の
都
市
計
画
、

維
持
管
理
・
修
繕
、
災
害
復
旧

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、
よ

り
人
材
育
成
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

町
は
、
災
害
対
応
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
都
市
環
境
課
が
担
い
、

各
施
設
は
都
市
環
境
課
の
他
に

産
業
観
光
課
・
教
育
課
・
企
画

課
・
総
務
課
な
ど
が
担
当
し
て

い
る
が
、
将
来
、
技
術
者
不
足

に
な
ら
な
い
た
め
の
町
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

現
状
は
、
職
歴
や

経
験
年
数
を
持
っ
た
者
や
県
か

ら
派
遣
を
受
け
た
者
が
中
心
に

業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

経
験
者
の
再
雇
用
や
、
若
手
職

員
を
配
属
す
る
こ
と
に
よ
り
、

属
人
化
さ
れ
た
ス
キ
ル
の
継
承

を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
職
員
の
年
齢
分
布

や
配
置
状
況
を
鑑
み
、
必
要
に

応
じ
て
技
術
専
門
職
の
募
集
や
、

外
部
研
修
へ
の
参
加
支
援
を
視

野
に
入
れ
て
い
く
。

答 協議と導入を検討

宿泊税・別荘税導入を

篠
瀨　

寛
樹�
議
員

人
材
確
保
と
育
成
を

答 

経
験
者
の
再
雇
用
や
若
手
職
員
を
配
属

答 研修費の一部助成を開始

町の支援策は

袴
田　
　

忍�

議
員

問　

昨
年
の
改
定
で
、
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
規
模

縮
小
や
辞
め
て
し
ま
う
介
護
事

業
所
が
多
い
と
聞
く
。
さ
ら
に
、

職
員
不
足
・
賃
金
の
低
さ
・
利

用
者
や
そ
の
家
族
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
問
題
も
一
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
社
会
に
な
り
つ
つ
あ

る
今
、
事
業
所
へ
の
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
、
町
の
支
援
策

を
伺
う
。

福
祉
健
康
課
長　

介
護
職
員
初

任
者
研
修
・
介
護
福
祉
士
実
務

者
研
修
を
修
了
し
、
町
内
の
介

護
事
業
所
に
３
か
月
以
上
継
続

し
て
就
業
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

受
講
料
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
を
本
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

 

ま
た
、
利
用
者
等
か
ら
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
県

の
無
料
法
律
相
談
の
周
知
や
国

の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
職
員
向

け
研
修
の
手
引
き
な
ど
を
各
事

業
所
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

 

今
後
も
引
き
続
き
、
介
護
事

業
所
と
連
携
を
図
り
、
現
状
と

課
題
の
把
握
に
努
め
る
。

問　

当
町
の
残
業
時
間
削
減
に

向
け
た
施
策
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
。
業
務
の

効
率
化
を
目
的
と
し
た
デ
ジ
タ

ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
導
入

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
や
千
葉
県

で
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や

時
差
出
勤
な
ど
の
柔
軟
な
働
き

方
が
進
ん
で
い
る
が
、
町
は
導

入
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　

残
業
削
減
は
、
職
員
の
健
康

維
持
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
町
と
し
て
、

具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
、

効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

考
え
が
あ
る
か
、
町
長
の
見
解

を
伺
う
。

総
務
課
長　

窓
口
業
務
の
効
率

化
と
し
て
、
住
民
票
・
税
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開
始
し

た
。
今
年
度
は
生
成
Ａ
Ｉ
や
議

事
録
作
成
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
窓
口
時
間
の
短
縮
に

つ
い
て
も
、
利
用
実
態
を
調
査

し
、
住
民
影
響
も
考
慮
し
て
検

討
を
進
め
る
。

　

当
町
は
組
織
規
模
が
小
さ
く
、

窓
口
業
務
も
多
い
た
め
、
柔
軟

な
働
き
方
の
導
入
は
難
し
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

国
の
目
標
（
週
労
働
時
間
60

時
間
以
上
の
雇
用
者
割
合
５
％

以
下
）
を
町
の
数
値
目
標
に
掲

げ
、
多
様
な
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。

答 業務効率化と目標達成を目指す

削減の具体策は

川
城　

茂
樹�

議
員

法定外目的税

技
術
系
職
員

介護事業所

町職員の残業対策
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答 まずは全校で口座振替に統一

徴収方法見直しを

問　

現
行
で
は
、
一
部
の
学
校

に
お
い
て
学
校
徴
収
金
を
現
金

で
回
収
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
こ
れ
ら
の

徴
収
・
管
理
業
務
を
学
校
以
外

が
担
う
べ
き
業
務
と
位
置
付
け

て
お
り
、
教
職
員
の
負
担
軽
減

や
保
護
者
の
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
、
公
会
計
化
を
視
野
に

入
れ
、
町
が
徴
収
を
一
元
的
に

管
理
す
る
な
ど
、
徴
収
方
法
の

見
直
し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
課
長　

学
校
徴
収
金
の
取

扱
い
に
つ
い
て
、
東
浪
見
小
学

校
と
一
宮
中
学
校
は
全
て
口
座

振
替
、
一
宮
小
学
校
は
給
食
費

の
み
口
座
振
替
で
、
他
は
現
金

徴
収
し
て
い
る
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
と
保
護

者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
徴

収
方
法
の
見
直
し
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
教

育
委
員
会
事
務
局
の
人
員
や
業

務
量
の
関
係
で
徴
収
を
一
元
化

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
即
時

導
入
・
運
用
は
困
難
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
全
校
で
口
座
振
替
に

統
一
し
、
今
後
段
階
的
に
公
会

計
化
の
検
討
を
進
め
る
方
針
で

あ
る
。

問　

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
は
過
去
最
高
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
れ
を
積
み
立
て
て
い
る
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
の
年
度
末
残
高

は
い
く
ら
か
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
基
金

活
用
は
約
２
３
２
万
円
で
、
寄

付
額
に
対
し
て
活
用
が
少
な
い
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
の
実
績
と
あ

わ
せ
て
見
解
を
伺
う
。

総
務
課
長　

令
和
６
年
度
末
の

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
残
高
は
、

約
６
億
５
千
万
円
で
あ
る
。

　

昨
年
度
は
教
育
関
連
や
子
育

て
支
援
、
公
園
改
修
、
公
用
車

購
入
な
ど
に
約
４
千
万
円
を
活

用
し
た
。

　

本
年
度
も
学
校
給
食
費
第
２

子
以
降
無
償
化
や
防
犯
灯
更
新

な
ど
幅
広
く
活
用
予
定
で
あ
り
、

今
後
も
必
要
な
事
業
に
計
画

的
・
効
果
的
に
運
用
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

活
用
実
績
は

答 

昨
年
度
は
約
４
千
万
円
活
用

宇
佐
美　

信
幸�

議
員

一般質問とは…　～議会で町民の声を届ける大切な場～

　一般質問とは、議員が町政について自由なテーマで町に質問できる機会のことです。

　町民の皆さんからの声や要望をもとに、「こんな課題があるのでは？」と町に問いか

け、改善を求めます。

　町民と行政をつなぐ、とても大事なやりとりです。

問　

国
は
、
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
小
中
学
校
等
の
体
育

館
に
対
し
て
、
避
難
所
機
能
の

強
化
を
図
る
た
め
、
臨
時
特
例

交
付
金
を
創
設
し
た
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
も
、
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

導
入
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

　

町
は
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、

空
調
設
備
の
導
入
を
進
め
る
考

え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

教
育
課
長　

災
害
時
に
お
け
る

町
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
、

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
の
た
め
、

体
育
館
の
空
調
整
備
は
重
要
な

施
策
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
国
の
制
度
の
詳
細

や
採
択
条
件
の
確
認
を
進
め
な

が
ら
、
町
財
政
と
の
調
整
を
図

り
、
整
備
に
向
け
た
具
体
的
な

方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
。

答 有効な制度活用を検討

体育館に空調整備を

大
橋　

照
雄�
議
員

問　

観
光
客
等
に
よ
る
迷
惑
行

為
に
住
民
が
悩
ん
で
い
る
。
町

は
迷
惑
防
止
条
例
を
制
定
し
て

い
る
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

①　

簡
易
宿
所
利
用
客
に
よ
る

騒
音
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
は
何
件

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
騒
音
以
外

の
相
談
は
な
い
か
。

②　

令
和
７
年
３
月
議
会
の
答

弁
で
は
、
音
量
規
制
に
つ
い
て

の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在

の
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

③　

迷
惑
行
為
と
住
民
の
苦
難

を
町
内
全
域
に
周
知
す
る
広
報

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
週
末
パ
ト

ロ
ー
ル
の
よ
う
な
対
策
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

都
市
環
境
課
長　

①　

相
談
の
多
く
は
簡
易
宿
所

２
施
設
に
つ
い
て
の
も
の
だ
が
、

条
例
の
制
定
後
、
こ
の
２
施
設

に
関
す
る
相
談
は
約
20
件
あ
っ

た
。
騒
音
以
外
に
は
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
煙
や
匂
い
、
事
業
者

と
連
絡
が
つ
か
な
い
等
の
相
談

が
あ
っ
た
。

②　

騒
音
測
定
器
の
購
入
や
職

員
の
測
定
技
術
習
得
な
ど
準
備

は
整
っ
た
の
で
、
今
後
は
、
必

要
に
応
じ
て
音
量
を
測
定
し
、

客
観
的
判
断
の
も
と
適
切
に
条

例
を
運
用
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
騒
音
状
況
の
記
録

業
務
を
業
者
委
託
し
、
条
例
運

用
の
体
制
に
つ
い
て
も
強
化
を

図
る
。

③　

公
正
中
立
の
立
場
か
ら
慎

重
に
検
討
し
、
必
要
な
取
り
組

み
を
適
宜
実
施
し
て
い
き
た
い
。

住
民
を
助
け
る
施
策
は

答 

条
例
運
用
の
強
化
を
図
る

問　

町
長
は
３
期
目
、
約
９
年

が
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
ど
の

よ
う
な
独
自
財
源
確
保
策
を
立

案
し
、
町
財
政
を
ど
れ
ほ
ど
潤

し
た
と
考
え
る
か
。
具
体
例
の

提
示
を
求
め
る
。
ま
た
、
町
税

等
の
地
方
税
以
外
の
独
自
財
源

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長　

独
自
財
源
は
、
平

成
27
年
度
と
令
和
５
年
度
を
比

較
す
る
と
、
町
税
収
入
は
約

２
億
２
３
０
０
万
円
の
増
、
寄

附
金
は
約
１
億
８
３
０
０
万
円

の
増
と
な
る
。
こ
れ
は
、
移
住

定
住
促
進
対
策
等
に
よ
る
町
税

収
入
の
確
保
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
戦
略
的
活
用
の
成
果
で
あ
る
。

　
町
長　

駅
前
の
観
光
拠
点
施
設

を
開
始
し
た
が
、
民
業
圧
迫
の

影
響
を
考
え
、
他
の
事
業
は
展

望
で
き
て
い
な
い
。

※
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

「
町
の
防
災
計
画
に
不
安
あ
り
」

答 

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
を

具
体
的
な
確
保
策
は

※騒音測定器

児童生徒の熱中症対策学校徴収金

騒
音
ト
ラ
ブ
ル

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

町
の
独
自
財
源
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問　

現
在
、
町
で
は
条
件
を
満

た
せ
ば
、
行
き
止
ま
り
の
道
路

も
町
道
認
定
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
行
き
止
ま
り
道
路

の
公
共
性
等
を
考
え
る
と
認
定

は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

茂
原
市
で
は
、
公
共
性
の
低

さ
や
、
認
定
後
の
維
持
管
理
費

の
増
加
な
ど
を
考
慮
し
、
行
き

止
ま
り
の
道
路
は
市
道
に
認
定

し
て
い
な
い
。
見
解
を
伺
う
。

都
市
環
境
課
長　

行
き
止
ま
り

の
道
路
は
、
特
定
の
人
た
ち
に

利
用
さ
れ
る
性
質
が
強
く
、
公

共
性
の
低
い
側
面
は
あ
る
が
、

沿
線
地
域
に
お
け
る
生
活
基
盤

と
し
て
の
一
定
の
公
共
性
を
考

慮
し
、
こ
れ
ま
で
町
道
認
定
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
公
共
性
の
高
低

や
既
に
町
道
認
定
し
た
道
路
と

の
平
等
性
な
ど
、
多
角
的
な
視

点
か
ら
要
綱
の
見
直
し
を
含
め

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 多角的な視点から慎重に検討

行き止まり道路の認定は適切か

鵜
沢　

一
男�

議
員

議会中継を
　　　　　　　ご覧ください
次回の定例議会は9月16日（火）
午前9時からの予定です。
※傍聴も可能です。

録画中継

問　

道
路
に
接
し
て
い
な
い
農

地
の
進
入
路
は
、
隣
接
農
地
か

ら
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
民
法

で
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
昨
今

は
農
地
転
用
を
す
る
際
に
、
こ

の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
せ
ず
に

宅
地
な
ど
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
用
排
水
も
、
隣
地
水
田

か
ら
経
由
す
る
方
法（
田
渡
し
）

問　

農
業
集
落
排
水
の
加
入
状

況
は
非
常
に
低
く
、
早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
り
、
強
制
加
入

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

　

ま
た
、
区
域
内
で
農
集
未
加

入
世
帯
の
排
水
は
、
農
業
用
排

水
路
に
放
流
す
る
場
合
が
あ
る

が
、
そ
の
排
水
路
の
維
持
管
理

は
土
地
改
良
区
及
び
農
家
組
合

が
取
ら
れ
て
い
る
農
地
も
あ
る
。

こ
れ
も
宅
地
に
転
用
す
る
際
に
、

水
利
の
権
利
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

農
地
を
守
る
立
場
で
あ
る
農

業
委
員
会
は
、
農
地
転
用
申
請

を
受
け
る
際
に
、
何
ら
か
の
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

で
あ
り
、
農
業
者
だ
け
に
負
担

を
強
い
る
の
は
不
平
等
で
あ
る
。

未
加
入
世
帯
に
も
相
応
な
負
担

を
負
っ
て
も
ら
う
べ
き
だ
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

産
業
観
光
課
長　

農
業
集
落
排

水
区
域
内
の
該
当
者
に
は
事
業

の
説
明
と
加
入
を
促
し
て
い
る
。

　

接
続
義
務
の
規
定
が
な
い
た

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
地

転
用
申
請
の
際
は
、
隣
接
す
る

農
地
所
有
者
へ
の
説
明
を
申
請

者
に
求
め
て
い
る
。
他
の
土
地

に
囲
ま
れ
た
袋
地
の
農
地
に
影

響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
進
入
路
や
水
利
状
況
の

実
態
把
握
に
努
め
、
進
入
路
な

ど
の
確
保
が
困
難
に
な
る
場
合

に
は
、
営
農
に
つ
い
て
問
題
が

生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
求
め
て

い
る
。

め
、
加
入
を
強
制
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
今
後
も
加
入
促

進
に
努
め
る
。

　

農
業
用
排
水
路
の
維
持
管
理

は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

を
活
用
し
、
活
動
組
織
に
対
し

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
地
域
全

体
で
の
一
体
的
・
総
合
的
管
理

の
推
進
を
図
る
た
め
、
関
係
団

体
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

農
地
の
進
入
路
・
水
利
の
確
保
を

未
加
入
世
帯
に
も
相
応
な
負
担
を

答 

問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
求
め
て
い
る

答 

加
入
促
進
に
努
め
る

答 国の実施に合わせ、中学校まで

国の制度活用し、完全無償化を

問　

来
年
４
月
よ
り
、
水
道
用

水
供
給
元
で
あ
る
九
十
九
里
地

域
水
道
企
業
団
が
解
散
し
、
県

企
業
局
に
統
合
さ
れ
る
。

　

統
合
に
よ
っ
て
用
水
価
格
は

ど
う
な
る
の
か
。
統
合
の
た
め

に
国
県
補
助
金
が
出
る
と
の
こ

と
だ
が
、
町
負
担
は
ど
う
な
る

の
か
伺
う
。

　

長
生
広
域
水
道
の
水
道
料
金

は
、
現
状
で
も
高
い
と
不
評
で

あ
る
。
少
し
で
も
負
担
軽
減
の

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、研
究
・

提
案
を
し
て
ほ
し
い
が
見
解
を

伺
う
。

企
画
課
長　

統
合
に
よ
る
用
水

供
給
料
金
は
、
国
の
交
付
金
や

県
の
一
般
会
計
操
出
金
、
市
町

村
の
負
担
金
な
ど
財
政
措
置
を

講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
料
金
上

昇
幅
を
抑
制
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。
町
負
担
は
、
１
年
当
た

り
３
２
０
万
４
千
円
で
、
令
和

８
年
度
か
ら
負
担
が
始
ま
る
。

　

長
生
広
域
水
道
は
、
施
設
の

更
新
に
加
え
、
近
年
の
物
価
高

騰
等
の
経
費
増
加
に
よ
り
、
料

金
引
き
下
げ
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
、
水
道
審
議
会
が

設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
長

生
地
域
の
水
道
事
業
の
健
全
性

や
安
定
性
な
ど
が
協
議
さ
れ
る
。

問　

国
は
、
来
年
４
月
か
ら
学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

小
学
校
を
軸
に
中
学
校
へ
の
拡

大
も
視
野
に
入
れ
、
「
骨
太
方

針
」
に
反
映
す
る
と
聞
く
。

　

町
で
は
、
こ
の
２
学
期
か
ら

小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
を
こ

れ
ま
で
の
第
３
子
か
ら
第
２
子

以
降
へ
と
対
象
の
拡
大
を
決
め

て
い
る
。

　

国
の
制
度
と
し
て
、
小
学
校

が
無
償
化
さ
れ
れ
ば
、
浮
い
た

財
源
も
活
用
し
、
新
年
度
か
ら

小
中
学
校
全
て
の
無
償
化
に
踏

み
切
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

町
長
の
決
意
を
伺
う
。

教
育
課
長　

学
校
給
食
費
無
償

化
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
軽
減
と
い
う
意
味
で
は
意

義
あ
る
施
策
で
あ
る
。
新
年
度
、

国
が
小
学
校
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
実
施
し
た
場
合
、
試
算

で
は
約
１
８
０
万
円
の
追
加
で

小
中
無
償
化
は
可
能
と
な
る
。

町
長　

国
の
方
針
と
し
て
小
学

校
無
償
化
が
決
ま
れ
ば
、
町
も

合
わ
せ
て
中
学
校
無
償
化
を
実

施
す
る
。

秌
場　

博
敏�
議
員

軽
減
の
研
究
を

答 

水
道
審
議
会
で
議
論
さ
れ
る

学校給食費町道認定

水
道
料
金

農
業
集
落
排
水

農
地
転
用
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こ
れ
か
ら
の
一
宮・こ
れ
か
ら
の
私

こ
れ
か
ら
の
一
宮・こ
れ
か
ら
の
私

髙
たか

木
き

　智
とも

之
ゆき

　さん

　

初
め
ま
し
て
。
髙
木
智
之
と
申
し
ま
す
。
地
域
に

関
わ
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に

一
宮
町
へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
小
学
生
の
子
ど
も
２
人
育
て
て
い
る
子
育
て

世
代
で
す
。
今
年
度
、
長
男
が
新
１
年
生
と
な
り
一

宮
小
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
登
校
時
に
は
班
を
組

み
、
上
級
生
と
一
緒
に
小
学
校
ま
で
徒
歩
で
通
学
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
通
学
中
の
小
学
生
が
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
集
団

登
校
と
は
い
え
親
心
と
し
て
は
気
が
か
り
で
す
。

　

通
学
当
初
は
長
男
に
同
行
し
、
目
に
し
た
の
は
と

て
も
心
が
震
え
る
情
景
で
し
た
。
交
通
誘
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
一
宮
中
学
校
の
先
生
・
生
徒
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
行
き
交
う
車
両
に
は
「
ス
ロ
ー
・
フ
ォ
ー
・

キ
ッ
ズ
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
情
景
を
見
て
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
深
い

感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
地
域
の
み
な

さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
。

　

子
育
て
を
通
じ
て
地
域
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な

り
、
自
身
も
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
た
ち
、
単
身
高
齢
者
へ
の
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

消
防
団
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
な
ど
地
域
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
宮
町
の
自
然
豊

か
な
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
里
山
を
守
る

活
動
、
海
を
守
る
活
動
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
独
立
の
父
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
「
隣
人
の
原
理
」
を
説
き
ま
し
た
。

近
く
に
い
る
人
と
の
支
え
合
い
を
重
視
す
る
よ
う
に

と
。
多
様
性
の
時
代
、
立
場
が
違
え
ば
大
事
な
こ
と

も
違
う
こ
と
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
対
話
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
「
暮
ら
し
」
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
宮
町
の
み
な
さ
ん
が
、
穏
や
か
に
、
健
や
か
に
、

楽
し
く
、幸
せ
に
、暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

川
城
茂
樹
　
記

後
記

集
編

　

記
録
的
な
真
夏
日
が
６
月
か
ら
続
き
、
季
節
の
感

覚
が
揺
ら
ぐ
夏
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
に
入
っ
て
も

な
お
衰
え
ぬ
暑
さ
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
体
調
管
理
に
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
号
も
、
町
政
の
動
き
や
議
会
の
活
動
を
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
議
員
は
、
議
会
の
場
以
外
で
も
、

地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
う
機
会
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
日
々

の
生
活
の
中
で
耳
に
す
る
小
さ
な
声
に
も
、
町
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
議
会
で

の
議
論
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、
町
民
の
皆
様
と
議
会
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
、
皆
様

に
町
の
動
き
や
議
会
の
取
り
組
み
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
感
想
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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